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【目的】  
一般に原子から電子を2個以上取り去ったものを多価イオンという。取り去られ
た電子の個数を価数と言い、それがqのとき、q価の多価イオンと呼ばれる。本研
究では価数の非常に大きなイオン、つまりごく少数しか電子を持たないような重
元素多価イオンに着目し、その二電子性再結合過程の観測を行った。  
イオンの再結合過程には、主に放射性再結合(以降RR：図1)と二電子性再結合（以
降DR：図2）の2つがある。RRでは運動エネルギーEeの電子が束縛エネルギーEB
の準位に捕獲される際、ERR=Ee+EBの光子を放出する。DRでは、図2におけるE1
とE2が等しいとき、運動エネルギーEeの電子が束縛エネルギーEBの準位に捕獲さ
れるのと同時に内殻電子を励起する。DRは図2におけるE1=E2が成り立つときの
み、つまり、ある特定の電子エネルギーのときにのみ共鳴的に起こる過程である。
このDRは一般的に非常に大きな断面積を持ち、プラズマの価数分布や放射損失に
大きく影響するため系統的な測定が望まれている。  
【実験・結果】  
本研究では、Tokyo-EBIT(Electron Beam Ion Trap)と呼ばれる多価イオン源の中に
生成される非中性プラズマの電離平衡を考えることでDRを測定している。イオン
源内の (q-1)価イオンとq価イオンの存在比nq-1/nqはDR共鳴の起きるエネルギーで
大きく変化するため、nq-1/nqを電子エネルギーの関数として測定し、その共鳴エ
ネルギーにおける増分を調べることにより、DR共鳴強度を得ることができる。
He様ヨウ素多価イオンに対するLi様イオンの比を電子エネルギーの関数として
測定した例を図3に示す。図にあるように、特定のエネルギーでDRによる増減を
見ることができるが、これはHe様イオンのDRによるものである。同様にホロニウ
ムやビスマス、鉄など様々な元素の多価イオンのDR過程を、様々な電子エネルギ
ーで系統的に観測した。  
当日は実験方法及び、ヨウ素、ホロニウム、ビスマス多価イオンに対する結果及
び原子番号依存性について報告する。  
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図3 He様ヨウ素多価イオンのDR測定結果  
